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(百万円未満切捨て)

１．2026年５月期第１四半期の業績（2025年６月１日～2025年８月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年５月期第１四半期 4,832 3.3 228 △2.3 238 △1.8 167 1.7

2025年５月期第１四半期 4,678 21.4 233 72.8 243 78.1 164 89.3

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年５月期第１四半期 31.39 －

2025年５月期第１四半期 30.87 －

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年５月期第１四半期 16,308 8,261 50.7

2025年５月期 17,587 8,411 47.8
(参考) 自己資本 2026年５月期第１四半期 8,261百万円 2025年５月期 8,411百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年５月期 － 0.00 － 60.00 60.00

2026年５月期 －

2026年５月期(予想) 0.00 － 63.00 63.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2026年５月期の業績予想（2025年６月１日～2026年５月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 9,612 △6.9 418 △31.1 433 △29.9 268 △36.0 50.43

通期 21,260 △2.2 1,202 2.6 1,233 3.2 830 1.7 155.65

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年５月期１Ｑ 5,332,780株 2025年５月期 5,332,780株

② 期末自己株式数 2026年５月期１Ｑ 274株 2025年５月期 274株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年５月期１Ｑ 5,332,506株 2025年５月期１Ｑ 5,332,506株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項については、添付資料４ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善等により、緩やかな回復基調で推移しまし

た。一方で、長期化するウクライナ問題や資源・エネルギー価格の高騰等の要因により、物価上昇の継続による個

人消費の減速懸念等、依然として先行きが不透明な状況が続いております。

当社が事業展開するＣＡＴＶ及び情報通信関連分野におきましては、「デジタル田園都市国家構想」に基づいた

通信インフラ基盤の整備が進められ、光伝送路構築やＦＴＴＨ（※）等が継続しており、防災行政無線は地方自治

体防災システムのデジタル化は終息局面となるも、初期にデジタル化を完了した地方自治体の経年劣化によるリプ

レースや、一部無線帯域のサービス終了を見据えたリプレースが見込まれております。また、「地方創生2.0」によ

り設備投資の活性化が期待されております。

※ＦＴＴＨとは、Ｆｉｂｅｒ ｔｏ ｔｈｅ Ｈｏｍｅの略。通信事業者の設備から利用者建物等までを光ファイバー

ケーブルでつなぐアクセス方式。

このような状況のなか、当第１四半期累計期間の売上高は4,832,995千円（前年同四半期比3.3％増）、売上総利

益は742,160千円（前年同四半期比6.3％増）、営業利益は228,013千円（前年同四半期比2.3％減）、経常利益は

238,971千円（前年同四半期比1.8％減）、四半期純利益は167,382千円（前年同四半期比1.7％増）となりました。

事業区分別の営業概況は以下のとおりであります。

事業区分の名称
第50期

自2024年６月１日
至2024年８月31日

第51期
自2025年６月１日
至2025年８月31日

前年同四半期比

千円 千円 ％

四国九州ブロック
売上高 996,221 1,005,976 101.0

売上総利益 160,546 153,404 95.6

東日本ブロック
売上高 1,628,974 1,805,483 110.8

売上総利益 232,175 261,507 112.6

西日本ブロック
売上高 1,391,039 1,446,547 104.0

売上総利益 211,966 234,367 110.6

東海北陸ブロック
売上高 662,381 574,987 86.8

売上総利益 93,269 92,880 99.6

合計
売上高 4,678,618 4,832,995 103.3

売上総利益 697,958 742,160 106.3

四国九州ブロック

当第１四半期は、大型の屋内通信設備案件の前倒し受注により好調に推移し、売上高は1,005,976千円（前年同四

半期比1.0％増）となり、売上総利益は同案件の価格対応により売上総利益率が減少し、153,404千円（前年同四半

期比4.4％減）となりました。

東日本ブロック

当第１四半期は、屋外通信設備案件の前倒し受注及び日常取引の増加により好調に推移し、売上高は1,805,483千

円（前年同四半期比10.8％増）となり、売上総利益は261,507千円（前年同四半期比12.6％増）となりました。

西日本ブロック

当第１四半期は、監視カメラ設備案件、屋内通信設備案件の前倒し受注及び日常取引の増加により好調に推移し、

売上高は1,446,547千円（前年同四半期比4.0％増）となり、売上総利益は234,367千円（前年同四半期比10.6％増）

となりました。
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東海北陸ブロック

当第１四半期は、屋外通信設備案件及びＣＡＴＶ局加入者用通信機器案件が堅調に推移し、売上高は574,987千円

（前年同四半期比13.2％減）となり、売上総利益は92,880千円（前年同四半期比0.4％減）となりました。なお、前

年同四半期は、価格対応をした大型の防災行政無線案件及びＦＴＴＨ案件の受注がありました。

商品区分別の営業概況は以下のとおりであります。

商品区分
第50期

自2024年６月１日
至2024年８月31日

第51期
自2025年６月１日
至2025年８月31日

前年同四半期比

千円 千円 ％

ケーブル
売上高 1,305,532 1,271,588 97.4

売上総利益 183,326 198,158 108.1

材料
売上高 2,193,981 2,278,169 103.8

売上総利益 379,089 380,983 100.5

機器
売上高 1,173,104 1,283,236 109.4

売上総利益 134,675 163,018 121.0

その他
売上高 6,000 - -

売上総利益 867 - -

合計
売上高 4,678,618 4,832,995 103.3

売上総利益 697,958 742,160 106.3

ケーブル

当第１四半期は、屋内通信設備案件及び屋外通信設備案件に使用する通信ケーブルの販売が堅調に推移し、売上

高は1,271,588千円（前年同四半期比2.6％減）となり、売上総利益は198,158千円（前年同四半期比8.1％増）とな

りました。なお、前年同四半期は、光ケーブル等の価格対応をした大型のデータセンター設備案件及び高速道路設

備案件の受注がありました。

材 料

当第１四半期は、屋外通信設備案件及び防災行政無線案件に使用する材料販売が増加し、売上高は2,278,169千円

（前年同四半期比3.8％増）、売上総利益は380,983千円（前年同四半期比0.5％増）となりました。

機 器

当第１四半期は、監視カメラ設備案件及びＣＡＴＶ局加入者用通信機器の販売が増加し、売上高は1,283,236千円

（前年同四半期比9.4％増）、売上総利益は価格対応をした屋内通信設備案件が減少したことから、163,018千円

（前年同四半期比21.0％増）となりました。

そ の 他

その他は主に電気通信工事であり、当第１四半期の実績はありませんでした。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

流動資産は、前事業年度末に比べて1,238,135千円減少し、11,816,400千円となりました。これは主に商品が

113,331千円、売掛金が72,810千円それぞれ増加し、現金及び預金が1,263,199千円、受取手形が206,407千円それ

ぞれ減少したことによるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べて40,702千円減少し、4,491,869千円となりました。これは主に建物（純額）

が11,758千円、繰延税金資産が29,395千円それぞれ減少したことによるものであります。
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(負債)

流動負債は、前事業年度末に比べて1,071,380千円減少し、7,045,080千円となりました。これは主に未払金が

118,375千円、賞与引当金が47,674千円それぞれ増加し、電子記録債務が900,340千円、未払費用が96,313千円、未

払法人税等が236,992千円それぞれ減少したことによるものであります。

固定負債は、前事業年度末に比べて57,026千円減少し、1,001,637千円となりました。これは主に長期借入金が

17,164千円、役員退職慰労引当金が45,988千円それぞれ減少したことによるものであります。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べて150,430千円減少し、8,261,552千円となりました。これは主に利益剰余金

が四半期純利益の計上により167,382千円増加し、剰余金の配当により319,950千円減少したことによるものであり

ます。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年５月期の業績予想につきましては、2025年７月10日に公表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年５月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,399,468 6,136,268

受取手形 409,972 203,564

電子記録債権 855,789 890,842

売掛金 2,911,719 2,984,529

商品 1,450,927 1,564,258

貯蔵品 1,874 1,755

前払費用 15,560 13,500

その他 10,813 23,231

貸倒引当金 △1,588 △1,551

流動資産合計 13,054,536 11,816,400

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,025,040 1,013,282

構築物（純額） 50,029 48,552

機械及び装置（純額） 11,877 11,526

工具、器具及び備品（純額） 5,681 6,660

土地 1,929,750 1,929,750

リース資産（純額） 17,334 15,743

その他 4,861 4,861

有形固定資産合計 3,044,576 3,030,377

無形固定資産

ソフトウエア 556 515

リース資産 4,902 4,006

その他 2,661 2,608

無形固定資産合計 8,120 7,129

投資その他の資産

投資有価証券 549,000 551,503

保険積立金 748,835 748,971

破産更生債権等 3,800 3,800

長期前払費用 25,600 26,863

繰延税金資産 116,324 86,929

その他 49,715 49,697

貸倒引当金 △13,401 △13,401

投資その他の資産合計 1,479,875 1,454,363

固定資産合計 4,532,571 4,491,869

資産合計 17,587,107 16,308,270
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年５月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 126,356 120,709

電子記録債務 5,113,788 4,213,448

買掛金 2,045,390 2,092,615

1年内返済予定の長期借入金 51,492 55,783

リース債務 10,096 10,703

未払金 85,159 203,534

未払費用 210,655 114,341

未払法人税等 284,321 47,328

未払消費税等 111,926 49,180

賞与引当金 15,896 63,570

その他 61,378 73,865

流動負債合計 8,116,461 7,045,080

固定負債

長期借入金 665,255 648,091

リース債務 12,347 9,107

退職給付引当金 141,336 150,703

役員退職慰労引当金 224,241 178,252

その他 15,484 15,484

固定負債合計 1,058,664 1,001,637

負債合計 9,175,125 8,046,718

純資産の部

株主資本

資本金 583,663 583,663

資本剰余金 462,821 462,821

利益剰余金 7,349,390 7,196,823

自己株式 △255 △255

株主資本合計 8,395,620 8,243,052

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 16,361 18,499

評価・換算差額等合計 16,361 18,499

純資産合計 8,411,982 8,261,552

負債純資産合計 17,587,107 16,308,270
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2024年６月１日
至 2024年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2025年６月１日
至 2025年８月31日)

売上高 4,678,618 4,832,995

売上原価 3,980,659 4,090,834

売上総利益 697,958 742,160

販売費及び一般管理費 464,578 514,147

営業利益 233,379 228,013

営業外収益

受取利息 1,064 4,595

受取配当金 5,023 6,344

為替差益 72 －

賃貸収入 1,590 1,590

その他 3,152 149

営業外収益合計 10,903 12,679

営業外費用

支払利息 605 811

賃貸費用 409 401

為替差損 － 508

営業外費用合計 1,014 1,721

経常利益 243,268 238,971

税引前四半期純利益 243,268 238,971

法人税、住民税及び事業税 60,957 42,559

法人税等調整額 17,695 29,029

法人税等合計 78,652 71,589

四半期純利益 164,615 167,382
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社はＣＡＴＶ関連市場向け及び情報通信関連市場向け販売事業の単一セグメントであり、区分すべき事業セグ

メントが存在しないため、セグメント情報の記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期累計期間
(自 2024年６月１日
至 2024年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2025年６月１日
至 2025年８月31日)

減価償却費 16,642千円 16,502千円


